「欠陥住宅をつかまないために」
　日本の住宅建築の60～70％は何らかの欠陥住宅であり、これは一流ハウスメーカーやゼネコンが作ったものも例外ではありません。どんな企画住宅でも基礎部分は手作りであり、最も手抜き工事が行われる部分ですが、建物が完成してしまえば素人には全く判別できず、地震や自然災害で始めて被害が生じて露見し、訴訟となります。医師、歯科医師は昔から多忙ゆえに工事現場に立ち会うことが少なく、欠陥住宅をつかむことが多いと言われています。現在、医療機関のリニューアルやグループホーム、老後の住宅をお考えの方は建築請負契約をする前にまず本講演をお聞き下さい。欠陥住宅の事例やリフォーム業者の手口などを通して、欠陥住宅をつかまないために素人に出来る対策や、悪徳業者につけ込まれないための対策などのポイントを整理し解説して頂きます。


【講師】日本建築検査研究所（一級建築士）


代表取締役　岩山　健一 氏
【日時】10月25日（土） 15：00～17：00
【会場】福岡国際ホール「志賀の間」
西日本新聞会館16Ｆ（博多大丸の上）

【参加費】　無 料
福岡県歯科保険医協会 経税部 宛　
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【講師プロフィール】1956年生まれ、１級建築士。阪神淡路大震災をきっかけとして住宅の欠陥検査に本格的に着手。98年、合資会社日本建築検査研究所を立ち上げ、「住宅の品質確保の促進等に関する法律」に基づく住宅性能評価機関（第三者機関）として、国土交通省(旧建設省)より指定を受ける。不動産業者や建設業者等との一切の利害関係をもたない「消費者の味方」として、これまでに600件を超える手抜き・欠陥住宅を回復、救済。さまざまな業者を相手に独自の観点と思想に基づいて論理的に交渉に当たるその仕事ぶりは、多くの施主や買い主から絶大な信頼を集める。消費者センター等にて講師も務めるかたわら、「スーパーニュース」「ニュースの森」「ビートたけしのテレビタックル」ほかテレビ番組にも多数出演。戸建て住宅に関連したテレビドラマでは監修も務める。著書に「偽装建築国家（講談社）」「さらば、欠陥マンション（情報センター出版局）」「『欠陥住宅』をつかまない155の知恵（情報センター出版局）」「『欠陥？！』住宅に負けない本（情報センター出版局）」など多数。











